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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、日本人学習者の多文化対話活動における相互行為と語用論的能力の発達過程を解明
する事を目標とした。そのため、日本人学生と外国人留学生間における大学寮における多文化
英語コミュニケーション・コーパスを作成し、会話分析を使用して分析を行った。その結果、
英語能力向上には授業外における対話活動を「言語学習機会」として能動的に取り組むことが
必要であることがわかった。また、word search sequence の発達、さらにはアイデンティティ
の向上もみられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study aimed to elucidate the process of pragmatic development of Japanese learners 
of English in multicultural interaction. I therefore created a corpus of multi-cultural 
English interactions in college dormitories between Japanese students and foreign 
exchange students in Japan. The data was then analyzed using Conversation Analysis. 
Results showed that learners need to participate in the multicultural interaction outside 
the classroom proactively as “language learning opportunities” in order for language 
development to occur. In addition, development in word search sequences and in 
participant’s identity were identified.  
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１．研究開始当初の背景 

コミュニケーションが成立するには、文法能

力(文法、語彙、発音などの知識)のみではな

く、語用論的能力が重要である。また、語用

論的能力は語彙や文法と異なり、英語を外国

語とする(EFL)環境では習得が難しく、海外

留学など英語が主に使われている環境にお

いては習得されやすいとされている(Cohen & 

Shively, 2007)。そしてこのような性質をも

つ語用論的能力の習得は EFL環境で学ぶ日本

人学習者にとって特に難しいとされてきた。

一方で、国際化が進むにつれ、英語はますま
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す重要なコミュニケーション・ツールになっ

てきており(Thomas, 1996)、英語使用の機会

も英語を母語とするいわゆる「ネイティブス

ピーカー」とではなく、第二言語話者同士で

使用されることが多くなってきている

(Alptekin, 2002)。さらに、留学生三十万人

計画(G30)により日本国内で大学をはじめと

する様々な場面で留学生や外国人教員と英

語で交流する機会がますます増えてくる。し

かし、このような環境においてどれだけ英語

力が伸びるかの検証はまだ進んでいない。そ

のため本研究では、多文化 EFL 環境における

日本人英語学習者の語用論的能力発達につ

いて長期的かつミクロ社会科学的視点より

分析・検証を行う。 

 

２．研究の目的 

本研究は、日本人英語学習者の語用論的能力

の発達過程をミクロかつ長期的視点より解

明することを目的とする。特に、多文化 EFL

対話活動の相互行為を通した発達過程の実

態を日本人学生と留学生による大学教室外

で行う自然な英会話を録画し、会話分析の使

用によって明らかにする。 

 

３．研究の方法 

本研究では研究方法としてまずは大学キャ

ンパス内で最も留学生との交流時間が多い

と想定される学生寮で留学生と共同で生活

するシェアルームに暮らす日本人英語学習

者に焦点を当て、4 名の日本人学生と留学生

間の会話を月 2回、毎回 30 分程度、1年間に

渡り会話の録画を行った。また、その最終録

画から 1年後にも追加で録画を行った。これ

ら録画した会話は Jefferson(1985, 2004)に

従い文字化し、分析用データを作成した。そ

して、会話分析(Sacks et al., 1974)の使用

によって分析を行った。その結果、約 40 時

間分の多文化英語コミュニケーション・コー

パスを作成した。また、TOEFL のスコア、日

記、インタビューのデータも収集し、多角的

に分析した。特に今回は多くの学習機会が観

察されるといわれている word search 

sequence(言葉探しシークエンス)(Goodwin, 

1983)に焦点をあて、分析を行った。 

 

４．研究成果 

分析の結果、大きく３つの事が明らかになっ

た。 

 

(1)まず、多文化環境が及ぼす英語能力への

影響を考察した結果、英語能力向上には授業

外における多文化対話活動を「言語学習機会」

として能動的に取り組むことが必要である

ことが分かった。 

 

日本人学生の TOEFL の結果は入学当初の 4月

と年度末の 1 月の間に平均して 47 ポイント

の大きな伸びがみられた。これは、多文化環

境が効果的な言語学習環境であるとする可

能性がある。しかし、個々の日本人学生のス

コアを詳しくみると多様であり、特に 

Ami(仮名)と Tomoko(仮名)の 2 名のスコアは

対照的であった。Ami は、約 100 ポイントの

大きな伸びがあった一方で Tomoko の総合ス

コアは殆ど変化がなく、逆にリスニングスコ

アが減少していた。インタビューや日記など

のデータからは、学習意欲、学習時間、留学

生との交流時間などほとんど差が認められ

なかった。しかし、会話分析を使用して、彼

女らの録画会話を分析することにより違い

が明らかになってきた。 

 

下記抜粋１でみられるように、Ami はこのよ

うな word search sequence を言語学習の機

会として捉え、会話に参加する態度が多々み



られた。Amiは Initiation Response Feedback

（開始・反応・フィードバック）（Sinclair & 

Coulthard, 1975）の会話パターンを活用し、

分からない単語を積極的に会話相手の

Hang(仮名)より引き出し、繰り返し発話して

いた（行 545-549）。このように会話の本題よ

りそれた word search sequence を Ami は言

語学習機会として捉え、意識的に行っている

行動であると彼女のインタビューの中で言

及している。彼女のインタビュー、日記、録

画会話などから Amiは交流を通して留学生の

国の文化についても学習していたと言える

が、言語学習に比べると、それほど重要視し

ていなかったと考えられる。 

 

抜粋１ 

 

 

これとは対照的に、Tomoko は word search 

sequence を「学習機会」として捉えるより「恥」

として捉えている行動がみられた。抜粋 2は

抜粋 1 と同じような word search sequence

であるが、Tomoko は早口での修正を繰り返し、

笑い、そして話し相手の Pham(仮名)との重複

発話（行 111-112、114）により恥ずかしさや

能力の欠如の隠匿（Wilkinson, 2007）とみ

られる行動をとっていた。 

 

抜粋 2 

 

 

最初の 2ヶ月間は Ami と同様、会話を「言語

学習機会」として捉える行動をしていたが、

それ以降はそのような行動はみられなかっ

た。インタビューの中で Tomoko は他国の文

化について外国人留学生との交流から多く

学び、寮のメンバーは「家族のようになった」

と説明していたが、英語学習についての言及

は殆どなかった。 

 

Batstone（2002）は会話を「コミュニケーシ

ョン」と「学習」の二つのコンテキストに分

けられるとしている。このフレームワークを

適用すると、Tomoko は留学生との多文化交流

を「コミュニケーション」に焦点をあててい

る一方で、Ami は「言語学習」として捉えて

いると言える。多文化 EFL 環境は学習者の言

語能力を育成するための可能性と機会を持

っているが、学習者が言語学習環境として積

極的に活用し、自らの言語能力を向上させる

ために意識的にそれを利用する必要がある

ことがわかった。また、インタビューでは実

際の行動は把握できず、本研究は実際の会話

を収集・分析する意義を示しているといえる。 

 

(2)次に、「依頼」などの発話行為に関しては、

同級生同士の会話が殆どであったため使用

の変化がみられなかったが、語用論的言語使

用の一種と言える word search sequence の

使用の種類の変化がみられた。Word search 

sequence とは Goodwin(1983)によると、言葉

を探す際に使用する「修正(repair)」の一種

である。これらは自他のどちらがはじめるか、

自他のどちらが修正をするかの組み合わせ

で大きく 4種類に分けられる。 

 

 

 

 

 



図１ 

 

 

例として、図１はAmiのword search sequence

の種類の変化をグラフ化したものである。初

回の録画の時は他者が問題を取り上げ、自ら

修 正 し て い る こ と が 多 か っ た が

(other-initiated self-repair)、次第に自

ら 問 題 を 取 り 上 げ 他 者 が 修 正 す る

(self-initiated other-repair)ことが増え

た。夏期休暇後は自ら問題を取り上げ自ら修

正する(self-initiated self-repair)種類が

増え、最後は word search 自体が少なくなる

という変化がみられた。 

 

Self-initiated self-repair はネイティブ・

スピーカーも一般的に行っている行為であ

り、第二言語学習者が成長するにつれて word 

search sequence の self-repair が増えるこ

の現象は Hellermann(2009)とも一致してい

る。しかし、Hellermann(2009)はこのような

詳細な分析と統計化は行っておらず、より変

化の流れが明らかになったといえる。また、

次の(3)において書いてあるように、この語

用の変化は日本人学習者の自信・英語使用者

としてのアイデンティティの変化と関連し

ていると考えられる。 

 

(3)最後に、対話活動の会話分析により、英

単語や他国の文化などに対する学習・理解が

みられたのみでなく、英語使用者としてのア

イデンティティの変化・向上がみられた。 

 

Heritage(2012)によると、知識は常に会話の

参加者の中で会話の中で監視されている。誰

が何を知っているか互いに把握することに

より、会話の内容を選んだり、どの程度詳し

く話すかなどが分かってきたりするからで

ある。さらに、これら知識への権利の主張な

どにより、参加者のアイデンティティが明ら

かになるとされている(Raymond & Heritage, 

2005)。これを応用し、日本人英語学習者が

word search sequence の中でどのように英語

の知識への権利の主張が変化していくかの

分析を行った。例えば、録画を始めた最初の

３ヶ月間は、Ami は word search sequence を

自ら始め、会話相手の Hang による other 

repair に頼っており、その修正が正確でない

場合も鵜呑みにしていることが多かった（抜

粋 3）。このような行動より、Ami は Hang を

より英語能力が高い者としてポジショニン

グしているといえる。 

 

抜粋 3 

 

 

しかし、次第にその関係の変化がみられるよ

うになった。そして 11 月には Ami が Hang を

修正するという行動がみられるようになっ

てきた。以下の抜粋4のword search sequence

において、Ami は Hang を英語知識がないと位

置づけ、修正をしたが、Hang は問題は英単語

ではく、内容であったと訂正をする様子がみ

られる。 

 

抜粋 4 

 



AmiはHangをより多くの英語の知識を持って

いる者という会話内での位置づけを次第に

変化させ、自らを Hang より知識を多く持っ

ている者という位置づけにしていったこと

がわかる。これにより、相互行為を通して Ami

のアイデンティティが「英語学習者」からよ

り自信のある「英語使用者」へと向上してい

ったということができる。 

 

このように、多文化 EFL 環境における相互行

為の分析を通して、日本人英語学習者の語用、

特に word search sequence の発達過程、多

文化 EFL 環境の活用方法の重要性、および学

習者のアイデンティティの成長過程を明ら

かにすることができた。また、これら成果に

ついてまだ執筆中のものもある。 
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